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表 豊前市内の寺院一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名称 山号 宗派 本尊 所在地

1 永寿寺 矢倉山 真宗木辺派 阿弥陀如来 大字大村1482番地

2 宝福寺 東光山 黄檗宗 薬師如来 大字八屋745番地

3 賢明寺 紫金山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字八屋1347番地

4 正明寺 智光山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字赤熊843番地

5 教円寺 宝林山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字宇島481番地

6 満光寺 常喜山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字畑1546番地

7 来迎寺 平照山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字馬場837番地

8 正法寺 宝樹山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字松江285番地

9 浄円寺 湯越山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字松江404番地

10 願行寺 護法山 浄土真宗本願寺派　 阿弥陀如来 大字松江403番地

11 選仏寺 明覚山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字四郎丸1327番地

12 願成寺 猪倉山 真宗木辺派 阿弥陀如来 大字四郎丸633番地

13 洞田寺 瑠璃光山 曹洞宗 薬師如来 大字川内2614番地

14 西楽寺 常住山 真宗木辺派 阿弥陀如来 大字川内2540番地

15 鳥越説教所 - 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字鳥越317の1番地

16 正念寺 清涼山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字沓川489番地

17 明徳寺 獅伏山(紫福山） 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字三毛門805番地

18 善正寺 梅高山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字市丸205番地

19 徳善寺 明光山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字岸井334番地

20 長久寺 大井山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字久路土828番地

21 円光寺 法性山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字吉木690番地

22 正円寺 宝林山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字千束229番地

23 松濤庵 - 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字千束299の3番地

24 明照寺 松林山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字狭間589番地

25 西教寺 白雲山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字大西287番地

26 明泉寺 林河山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字山内699番地

27 東光寺 薬師山 黄檗宗 阿弥陀如来 大字薬師寺381番地

28 如法寺 常在山 黄檗宗 如意輪観世音菩薩 大字山内991番地

29 浄福寺 長谷山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字下河内1844番地

30 浄心寺 慈弘山 真宗木辺派 阿弥陀如来 大字下河内1609番地

31 慶雲寺 萓切山 真宗木辺派 阿弥陀如来 大字下河内1843番地

32 応因寺 永誓山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字上川底854の2番地

33 法覚寺 巌石山 真宗大谷派 阿弥陀如来 大字大河内718番地

34 宝寿寺 放光山 浄土真宗本願寺派 阿弥陀如来 大字鳥井畑660番地
岩屋地区

横武地区

合河地区

八屋地区

角田地区

山田地区

三毛門地区

黒土地区

千束地区
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種　類 名　称 所在地

層塔 不動窟の三重塔 岩屋地区(求菩提山)

層塔 岩洞窟の三重塔 岩屋地区(岩洞窟)

層塔 求菩提山の五重塔 岩屋地区(求菩提山　国玉神社)

宝塔 求菩提山の宝塔 岩屋地区(求菩提山　鬼神社)

宝塔 岩洞窟の宝塔 岩屋地区岩屋（岩洞窟）

宝塔 夫婦木の宝塔 合河地区夫婦木

宝塔 地蔵堂の宝塔 岩屋地区岩屋（地蔵堂）

宝篋印塔 求菩提山の宝篋印塔三基 岩屋地区求菩提山

宝篋印塔 (1) 山の神塔 岩屋地区(求菩提山　広沢宮司宅裏山)

宝篋印塔 (2) 国玉神社左の塔 岩屋地区(求菩提山　国玉神社)

宝篋印塔 (3) 日吉神社前の塔 岩屋地区(日吉神社）

宝筐印塔 道祖神社の宝篋印塔 横武地区才尾(道祖神社)

五輪塔 如法寺の五輪塔 横武地区(如法寺)

五輪塔 大理石製の五輪塔

五輪塔 一石五輪塔
角田地区馬場　永寿寺墓地
八屋地区宝福寺の南　崎山墓地
横武地区山内　如法寺　など

五輪塔 積上式五輪塔 角田地区原井　猛勇神社近く

板碑 挟間の板碑 横武地区(千手観音堂)

板碑 原井の両面板碑二基 角田地区

板碑 丸山家墓地の両面板碑 角田地区

板碑 猛勇神社の両面板碑 角田地区(猛勇神社)

板碑 天和の板碑 合河地区(合八幡神社前の田の畔)

板碑 求菩提山の角塔婆 岩屋地区(求菩提山)(合河地区大稗の小堂内)

板碑 六郎公民館前の板碑 三毛門地区(六郎公民館前)

板碑 常行堂の自然石板碑 岩屋地区(求菩提山中宮社務所東側常行堂跡)

板碑 雁股山の板碑 合河地区(雁股山)

単独石仏 松本家具製作所の地蔵 宇島地区西神明(長洲の坂の下)(松本家具製作所)

単独石仏 宝福寺の地蔵 八屋地区前川(宝福寺)

単独石仏 安浄寺跡の地蔵 岩屋地区求菩提山(安浄寺跡)

単独石仏 たたき地蔵 岩屋地区求菩提山

単独石仏 求菩提山の六地蔵塔 岩屋地区求菩提山(求菩提山尾根の墓地入口)

単独石仏 丸山墓地の聖観音 千束地区上千束(丸山墓地)

単独石仏 ヤネンドーの十一面観音 合河地区立岩(屋根ノ堂(ヤネンドー))

単独石仏 求菩提山登山口の十三仏 岩屋地区求菩提山(一の鳥居から登山道100m程)

単独石仏 求菩提山の八十八ケ所仏 岩屋地区求菩提山(求菩提山登山道)

単独石仏 岩洞窟の諸仏 岩屋地区岩屋

単独石仏 岩洞窟の妙見菩薩 岩屋地区岩屋

石燈籠 大富神社の燈籠 四郎丸地区(大富神社)

石燈籠 嘯吹八幡神社の燈籠 横武地区(嘯吹八幡神社)

石燈籠 求菩提山の燈籠 岩屋地区(求菩提山)

明神鳥居 賀茂春日神社の鳥居 三毛門地区久松(賀茂春日神社)

明神鳥居 石清水八幡神社の肥前系鳥居 黒土地区久路土(石清水八幡神社)

明神鳥居 道祖神社の鳥居 横武地区才尾(道祖神社)

明神鳥居 国玉神社の鳥居 岩屋地区(求菩提山　国玉神社)

明神鳥居 沓川神社の明神鳥居 三毛門地区沓川(沓川神社)

明神鳥居 七社神社の鳥居 岩屋地区中畑(七社神社)

明神鳥居 大山祇神社の明神鳥居 岩屋地区鳥井畑(大山祇神社)

神明鳥居 大富神社の神明鳥居 山田地区四郎九(大富神社)

狛犬 須佐神社の狛犬 山田地区下鳥越(須佐神社)

狛犬 角田八幡神社の狛犬 角田地区中村(角田八幡神社)

狛犬 菅原神社の狛犬 八屋地区前川(菅原神社)



56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種　類 名　称 所在地

狛犬 大富神社の狛犬 山田地区四郎丸(大冨神社)

狛犬 春日神社の狛犬 三毛門地区三毛門(春日神社)

狛犬 四公神社の狛犬 八屋地区明神(四公神社)

狛犬 貴船神社の狛犬 合河地区立岩(貴船神社)

神使 厳島神社の鹿 八屋地区明神(厳島神社)

圭頭墓 － 山田地区　中田

圭頭墓 － 合河地区　合岩中学校裏山

圭頭墓 － 角田地区　馬場の永寿寺墓地

圭頭墓 － 宇島地区　戸津田

圭頭墓 － 角田地区　馬場の永寿寺墓地

圭頭墓 － 山田地区　鳥越の湯吹山、清原家墓地

斗枡墓 － 横武地区永久　大蔵家墓地　三基

斗枡墓 －
横武地区　挟間観音橋手前(挟間集会所裏)
左側墓地四基

斗枡墓 － 横武地区挟間　楠本家墓地　二基　

斗桝墓 － 角田地区松江鶉迫　浄円寺住職墓地

斗桝墓 － 八屋地区大村横谷　佐藤家墓地

斗桝墓 － 横武地区永久　大蔵家墓地

斗桝墓 － 横武地区挟間　楠本家墓地

斗桝墓 － 合河地区大河内　東の山麓

斗桝墓 － 黒土地区岸井　徳善寺住職墓地

斗桝墓 － 角田地区原井　安部家の墓塔　　四基

自然石碑(紀名あり) － 求菩提山　不動院跡

自然石碑(紀名あり) － 求菩提山　愛宕社横

自然石碑(紀名あり) － 求菩提山　獅子の口

磨崖碑(紀名あり) － 求菩提山　阿弥陀窟右

自然石碑(紀名あり) － 求菩提山　朝日窟入口

角柱(紀名あり) － 求菩提山　中宮の右

磨崖碑(紀名あり) － 求菩提山　阿弥陀窟

石祠(紀名あり) － 求菩提山　中宮右

磨崖碑(紀名あり) － 求菩提山　阿弥陀窟

圭頭角柱碑(紀名あり) － 求菩提山　下谷入口

自然石碑(紀名あり) － 求菩提山　阿弥陀窟

笠付角柱碑(紀名あり) － 角田地区　平寿寺

庚申塔(紀名あり) － 求菩提山　鬼石坊跡手前、主道路脇右

笠付角柱碑(紀名あり) － 求菩提山　豊照神社

角柱碑(紀名あり) － 三毛門地区　出家

自然石碑(紀名あり) － 横武地区　大西神社

庚申塔(紀名あり) － 山田地区　四郎丸、荻田、貴船神社

自然石碑(紀名あり) － 八屋地区　本町、大林家墓地

自然石碑(紀名あり) － 八屋地区　前川、宝福寺

自然石碑(紀名あり) － 求菩提山　豊照神社左

自然石碑(紀名あり) － 八屋地区　二葉、丸尾墓地

角柱碑(紀名あり) － 岩屋地区　篠瀬　バス停横

自然石碑(紀名あり) － 宇島地区　昭和町　長厳寺山墓地

自然石碑(紀名あり) － 角田地区　松江　地蔵堂

自然石碑(紀名あり) － 山田地区　梶屋　洞田寺

角柱碑(紀名あり) － 八屋地区　教校　三本松墓地

笠付角柱碑(紀名あり) － 千束地区　上千束　丸山墓地

笠付角柱碑(紀名あり) － 八屋地区 大村 横谷 友枝家墓地

自然石碑(紀名あり) － 八屋地区　前川　菅原神社
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種　類 名　称 所在地

自然石碑(紀名あり) － 角田地区　松江　日本山妙法寺

自然石碑(紀名あり) － 横武地区 上大西 生田一枝氏宅前

庚申文字塔(紀名あり) － 求菩提山　杉谷入口

庚申文字塔 － 求菩提山　北谷出口

庚申文字塔 － 求菩提山　座主坊入口かみの主道路わき左

庚申文字塔 － 岩屋地区　篠瀬バス停

庚申文字塔 － 黒土地区　石清水八幡神社

猿田彦文字塔 － 山田地区　四郎丸今町　蛭子神社

猿田彦文字塔 － 山田地区　荻田　貴船神社

猿田彦文学塔 － 山田地区　大冨神社

猿田彦文字塔 － 山田地区　櫛狩屋　二の渡

猿田彦文字塔 － 横武地区　山内集落　旧道添い

猿田彦文字塔 － 合河地区　大河内集落　旧道添い

猿田彦文字塔 － 宇島地区　沓川一本松の四叉路

猿田彦文字塔 － 三毛門地区　春日神社前

道祖神文字塔 － 山田地区　下鳥越集落内

標類(郡界標) 上毛・築上の郡界石 松江地区

標類(領界標) 藩界石 黒土地区　久路土

標類(領界標) 藩界石 黒土地区　高田

標類(道標) 求菩提道道標 八屋地区　前川・上町・下町・本町の四つ角

標類(道標) － 求菩提山　旧登山口

標類(道標) － 求菩提山　安浄寺跡前

標類(郡界標・領界標・道標) － 求菩提山　愛宕社北　峰尾

石橋 大阪屋橋 八屋地区前川（現在はフレスポに遺構は移動）
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中世文書 近世文書

　津野田文書　　　　　天正7年～天正14年 　〇支配

　末久文書　　　　　　建保5年～天正10年 　御案内覚帳　　　　　　　　　　　　　　　　　延享3年

　友枝（内尾）文書　　永正12年～享禄5年 　上毛郡役心得書上巻、上毛郡地利益書下巻　　　文化3年

　唐原天満宮文書　　　元弘3年～享和2年 　上毛郡井樋鑑　　　　　　　　　　　　　　　　文化10年

　西郷文書　　　　　　延文5年～永禄12年 　御案内の者心得方申合候書付　　　　　　　　　天保9年

　大富神社文書 　御条目写　　　　　　　　　　　　　　　　　　天保8年

　大蔵澄子文書　　　　文明1年 　法度書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治2年

　角田則行文書　　　　明応6年～天文3年 　公文録　版籍奉還の部　　　　　　　　　　　　明治2年

　公文録　千束藩の部　　　　　　　　　　　　明治2～4年

求菩提山文書 　勧農並心得書　　　　　　　　　　　　　　　　明治3年

　大内氏関係文書 　〇長州征討戦

　大友氏関係文書 　海岸共外締方手配帳　　　　　　　　　　　　　慶応2年

　求菩提山法度 　御家中従類上毛郡え入込人数控　　　　　　　　慶応2年

　臼杵氏関係文書 　御家中従類控帳　　　　　　　　　　　　　　　慶応3年

　豊臣秀吉制札 　上毛郡両手永村々農兵名前書上帳　　　　　　　慶応3年

　黒田氏関係文書 　〇村

　細川氏関係文書 　（上毛郡村々明細帳）　　　　　　　　　　　　寛政7年

　長岡氏関係文書 　上毛郡両手永村々庄屋名前帳　　　　　　　　　文化元年

　宗門帳 　豊前国上毛郡の内郷村高帳　　　　　　　　　　天保5年

　御請状 　豊前国内道路及び郡内地付戸籍控帳　　　　　　天保9年

　御神米銀取配当控帳 　上毛郡大庄屋格以上名前書上帳　　　　　　　　文久3年

　松会祭礼役指帳 　覚（村方公簿引継文書）　　　　　　　　　　　未8月

　御納米二五石割帳 　上毛郡村々預山書上帳　　　　　　　　　　　　明治5年

　補任状 　〇戸口

　上毛郡男女人別御改惣寄帳　　　　　　　　　　安政5年

　六郷村名竈数其外調子帳　　　　　　　　　　　慶応2年

　〇貢組

　上毛御勘定三組寄帳　　　　　　　　　　　　　寛文2年

　簑嶋・椎田・八屋・宇嶋川口運上取立御法帳　　慶応4年

　（郷中算法論）　　　　　　　　　　　　　　　年代不詳

　〇産業・商業

　上毛郡村々酒造稼の者名前書上帳　　　　　　　慶応3年

　上毛郡村々職業並商売仕候者書上帳　　　　　　慶応3年

　上毛郡八屋村諸商人御免札受書上帳　　　　　　慶応4年

　上毛郡村々諸物産書上町　　　　　　　　　　　明治2年

　御届申上候覚（漁網返却に際し争論のこと）　　2月10日

　〇宗教

　指上ケ申宗旨替証文の事　　　　　　　　　　　元禄7年

　指上申宗門月改の事　　　　　　　　　　　　　宝暦9年

　指上申宗門証文の事　　　　　　　　　　　　　明和2年

　就宗門御改諸証文控　　　　　　　　　　　　　嘉永3年

　〇総記

　万屋文書　　　　　　　　　　　　　　天保9年～明治3年

　（小倉新田藩郡役・倉橋源兵衛日記）　　　　　天保10年

　天保13寅ヨリ御用方日記帳　　　　　天保13年～弘化元年

大富神社文書 
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（５）民俗芸能・祭礼 

①豊前神楽 

＜保存団体：岩屋神楽講･山内神楽講･黒土神楽講･三毛門神楽講･大村神楽講･中村神楽保存会＞ 

豊前の神楽の起源は、山伏により演じられる宗教儀礼として成立していたと考えられますが、

文献などでその内容が確認できるのは江戸時代以降です。「大富神社文書」などによれば、祈雨

祈晴、疫病退散などの祈願に神楽が奉納された記録が多数残されています。 

豊前市内では現在 6 つの保存団体により伝承されています。岩屋神楽講(七社神社)、山内神

楽講(嘯吹八幡神社)、黒土神楽講(石清水八幡神社)、三毛門神楽講(春日神社)、大村神楽講(大

富神社)、中村神楽保存会(角田八幡神社)で「豊前神楽」として旧豊前国の 33 の神楽団体とと

もに国の重要無形民俗文化財に指定されています。毎年 9 月から 12 月の間、市内 50 ヵ所余り

の神社等で氏子の求めに応じて奉納されています。 

豊前神楽の特徴は、駈仙(御先)という象徴的な鬼が奥の演目でその主役を務め、まさに「鬼

神楽」と称してもよいところにあります。 

一方で湯立神楽には修験道的要素の強い内容も見ることができ、豊前修験道の「松会」行事

の影響を強く受けた内容は、他の地域では見られない豊前神楽独特の演目として評価されてい

ます。 

 

表 神楽講と奉納神社 

神楽講名 奉納神社等 

岩屋神楽講 

 

七社神社 日吉神社 大山祇神社(鳥井畑)  稲成神社  

大山祇神社(夫婦木) 大山祇神社(枝川内)  産家集会所 沓川神社 

大山祇神社(篠瀬)  大山祇神社(青畑) 

山内神楽講 

 

嘯吹八幡神社 道祖神社 日吉神社 貴船神社(下川底)    

貴船神社(中川底) 貴船神社(立岩) 清原神社  貴船神社(松尾川内)  

貴船神社(挟間) 楡八幡宮 大西神社 宗像神社 深山八幡神社 

須佐神社 貴船神社(永久) 合八幡神社 大山祇神社(青畑) 

黒土神楽講 

 

石清水八幡神社 乙女八幡神社 貴船神社(小石原) 堂山神社 

初河瀬神社 沓川神社 

三毛門神楽講 

 

春日神社 貴船神社(恒富) 貴船神社(三楽) 貴船神社(市丸) 

大村神楽講 

 

大富神社 厳島神社 貴船神社(東吉木) 清水神社 水神社 

貴船神社(轟) 千束八幡神社 足切神社 菅原神社 恵比寿神社 

貴船神社(田淵) 沓川神社 甲神社 事代主神社 大歳神社 

琴牧神社 大山祇神社(青畑) 

中村神楽保存会 

 

角田八幡神社 水神社 角田公民館 
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（６）伝承・民話 

 

豊前市史に記載された伝承は 27 件あり、自然に関するのもが 3件、神功皇后に関するものが

7 件、和気清麻呂に関するものが 3 件、城に関するものが 4 件、信仰に関するものが 4 件とな

っています。市域の平野部から山間部まで各地の伝承が見られます。 

 

豊前市史掲載の伝承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO. 名称 種類 位置 概要

1 久松の夜泣き松 自然伝説
三毛門地区　久松
(観音堂）

観音堂にある二本の老松の葉で夜泣きの子供の体
をさすってやると夜泣きはなおるという。（二本
の老松は数年前に枯死）

2 天神様の石 自然伝説
岩屋地区　鳥井畑
(放光山宝寿寺(以前は宝寿
庵))

宝寿庵寺の住職が、カガトに挟まった石を天神様
の化生であろうと裏山の岩窟に祠を作り祀った。

行逢宮と大楠 自然伝説
黒土地区　鬼木
(貴船神社(別名:行逢宮))

景行天皇が九州平定のためはじめて土蜘蛛の軍と
戦った場所で、大楠の下で勝ちどきをあげた。後
年この地に貴船神社を祀り行逢宮と名付けた。こ
の社地跡にある楠の大木の木瘤は鬼の面がついて
いるようである。

鬼木の楠
犬ヶ岳に棲む鬼が逃げ出す途中、鬼木の大楠の木
に顔をブチつけて死んでしまい、それ以来この楠
の木に木瘤が出来るようになった。

4 お腰掛 神功皇后巡幸伝説 角田地区　豊前松江駅東南
神功皇后が豊前路を巡幸した際、休憩された巨石
がある。

5 湯越の由来 神功皇后巡幸伝説 山田地区
神功皇后は温泉に入浴して旅の疲れを癒すため
通った峠を、湯越えと名付けた。

6 舟石 神功皇后巡幸伝説
山田地区　川内谷
(大富神社の奥の院といわれる
神領地)

神功皇后は山田郷の温泉を探す時、この山に登り
巨石を発見し、舟石と名付けた。

7 大村の由来 神功皇后巡幸伝説 山田地区　鳥越からキイト峠
神功皇后は、キイト峠から東の方を見下ろす村
を、たくさんの民家が点在することから大村と名
付けた。

8 馬洗池の話 神功皇后巡幸伝説 千束地区　野田

神功皇后はこの淵を気に入り、軍勢を止め馬のひ
づめを洗って休息したという。この淵を馬洗淵と
呼ぶようになり、後年大きな池を築造した際に馬
洗池と名付けた。

9 吉木の由来 神功皇后巡幸伝説 千束地区　吉木
神功皇后が船材を各地に求めた際に、吉木原の楠
が良い木であることから良木と名付けた。それが
吉木に変わっていった。

10 才尾の由来 神功皇后巡幸伝説 横武地区　才尾
神功皇后は水浴した清水の流れをさやの川と名付
けた。それが訛って才尾の地名になった。

11 拝み松
和気清麻呂にまつ
わる伝説

山田地区　伏拝野(四郎丸)

和気清麻呂が大富神社を拝し皇室の安泰を祈願し
た場所(伏拝野)。
その記念に植えられた松の木一本を拝み松と名付
けた。

12 岸井の霊水
和気清麻呂にまつ
わる伝説

黒土地区　岸井
岸井区の氏神恵美須神が鎮座していた跡地には今
もきれいな清水が湧いており、岸井の地名にも
なっている。

13 清水町の足洗池
和気清麻呂にまつ
わる伝説

三毛門地区　清水
和気清麻呂が足の病を癒したという。清水が出る
ことから清水村という。

14 山田城哀話 城にまつわる伝説 山田地区
戦国時代、新たな領主となった黒田氏と、土豪た
ち一揆との戦い。

15 馬場城の落城 城にまつわる伝説 角田地区　馬場 宇都宮氏の一族蜂谷氏代々の居城。

16 雁股城落城 城にまつわる伝説 合河地区　雁股山
南北朝時代は畠山氏の一族、その後は宇都宮氏の
抱城。

17 鬼の石段 鬼にまつわる伝説
岩屋地区　求菩提山　中宮～
上宮

昔、犬ヶ岳に住んでいた鬼が築いた850段の石段が
ある。

18 乳の観音 信仰伝説
横武地区　挟間　泉水寺の観
音堂

観音堂の左右から出ている水をもらいその水で粥
を炊いて食べると乳が出る、という言い伝えがあ
る。

19 弘法様の井堰 信仰伝説
黒土地区　久路土　新生橋下
の井堰

弘法大師が食のお礼に錫杖で堰の中をつつくと地
中から水が噴き出し、その後どんな大旱魃があっ
ても井堰の水は枯れることがない。

20
嘯吹八幡宮の赤鬼面と如法
寺の焼不動

信仰伝説 横武地区

大友宗麟の大軍は、掲げられた鬼面から炎が噴き
出した事に驚き、嘯吹八幡宮を焼き払うのを断念
したという。
如法寺の本尊は大友軍に焼かれたが、不動堂を造
り安置すると山内地区に火事が起こらないように
なった。

3
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『豊刕求菩提山修験文化攷』に記載された伝説 のうち、その内容でみると、人間や動物に

関するもの （鬼は 、人は 、タヌキは 、など）であり、川や淵など水に関するもの 、岩・

石に関するもの となっています（重複含む）。

その場所をみると、岩岳川の中流の大河内から源流をなす犬ヶ岳の間に、すべて存在してい

ます。その内訳は、篠瀬 、求菩提 、大河内 、産家 、鳥井畑 、宮ノ谷 、他、となってい

て、特に篠瀬から求菩提にかけて集中しています。

また、鬼に関する現存する伝承地は あり、そのうち は岩屋から求菩提に所在していま

す。

 
求菩提山調査の伝承

名称 種類 位置 概要

人柱伝説 信仰伝説 千束地区　荒堀　池尾池
池尾池の堤防が決壊し、村の娘お倉を人柱にして
堅牢な堤防が完成した。

「おとんごぜ」と柿の木 信仰伝説
岩屋地区　大河内
おとんごぜ、日吉神社

神様を迎え案内した時の明かりに用いたヒイトギ
の木から、柿の木が芽吹いた。その後日吉神社の
神木となっている。

火の浦の由来 その他の伝説 岩屋地区　篠瀬　戸府
高野山と求菩提山双方の火が消え、お互いに火を
もらいに行った使者が出会った場所で、天から火
種が降ってきて双方の松明に火が付いた。

お秋伝説 その他の伝説 岩屋地区　求菩提　秋霧台
求菩提の登山口附近を秋霧台と言い、春先になる
と深い霧で覆われる。ここで非業の最後を遂げた
お秋の怨霊のせいだといわれている。

足無川 その他の伝説 八屋地区　足無川(馬場川)

一揆の首謀者清兵衛は、命乞いの条件の馬場川を
渡って向こう岸に渡る事ができず打ち首になっ
た。その後この川を足萎川、訛って足無川となっ
た。

大伝寺坂の哀話 その他の伝説
山田地区
大伝寺坂(広山から千束に抜け
る上往還)

冬の木枯らしの吹く晩には大伝寺坂の近くから、
子供を残して田んぼの中で息を引き取った女の悲
しい呼び声が聞こえるという。

河童の伝説 その他の伝説
岩屋地区　大河内　長淵、
八屋地区　前川　城根川など

河童は少々いたずら好きで、人間と相撲を取った
り、淵に人や馬を引きこんで肝をとったりすると
いう。

名称 位置 備考

鬼の石段 求菩提山　中宮～上宮 八屋峰尾、椎田峰尾に、鬼が逃げる時に捨てたという鬼石がある。

割れ石 大河内　法覚寺の裏山頂上
鬼が投げ落とした石ということで、鬼の手形といわれる跡も残って
いる。割れ石近くに清水が湧き出る井戸があると言われていた。

長淵(ながぶち)
大河内　下組から法覚寺の裏
(長さ１キロくらい)

鬼が一晩で掘ったという伝説の淵。

籠り水 求菩提山　普賢窟 求菩提山普賢窟前に籠り水(こもりみず)のお社が建っている。

鬼石坊(おにいしぼう) 求菩提山　鬼石坊の石垣
鬼神の霊験で怪力を得た鬼石坊という山伏が積み上げたと伝えられ
る石垣。

天満宮の御神体（成長石） 鳥井畑　宝寿寺境内
昔、住職の履物に挟まった石を持ち帰ったところ、少しずつ大きく
なる不思議な石だった。

念仏岩 鳥井畑　宝寿寺境内
宝寿寺が天台宗から浄土真宗に転宗する時、今の本堂の位置にあっ
た岩に向かって念仏を唱えると、大岩は横に動き、お寺を建てるた
めに場所を譲ったという。

卜仙、定(じよう)に入る 宮ノ谷　ト仙地
鳥井畑と宮本の境に宮ノ谷がある。卜仙が即身成仏したと伝えられ
る場所で、小便などをすると罰が当たるなどと言われている。

片目の亀 犬ケ岳の蛇ケ淵
築上郡越路の片目の亀をつれてきて蛇ケ淵につけると、雨が降ると
言われている。

小谷の由来 岩屋町　小谷
夢のお告げに誘い出された求菩提の山伏と、尻高の覚円寺（上毛
郡）の住職とが出会ったという場所。昔は逢谷(おうたに)と書いて
いた。

祓川(はらいがわ) 産家(さんげ)　宮本
お産のために麓の産小屋で過ごしていた山伏の妻が山内に帰る時、
身を清めたため川の名前が秡川と呼ばれるようになったと言われ
る。

お谷淵 産家　宮本
産家の宮本の横を流れる川に、お谷淵という深いところがある。昔
この淵に身を投げたお谷さんが水底に引っ張りこむので、子供は近
づくなと言われていた。

オコヤン淵 篠瀬　岡本製材所の下手
篠瀬の岡本製材所の下手に谷川があり、直径が約三メートルくらい
の丸い淵になっている。昔、オコヤンと呼ばれる老婆が身を投げた
ので、オコヤン淵と言われるようになったという。
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NO. 名称 位置 備考

14 ごうのむけ 鳥井畑　宮本
宮本部落の裏手に石を積み立て、その中央に大きな石を立てたもの
があって、それをごう様といっている。そのごう様の向かいがごう
のむけと言われるようになったと言う。

15 火の浦 篠瀬　戸府(とぶ)の県道横
法灯を絶やさぬように、分けた火を運ぶ途中、同じ役目の他山から
の使者と求菩提の使者が出会った場所という。

16 卜仙(ぼくせん) 鳥井畑
鳥井畑の大山祇神社の下を流れる用水路と小谷が交るあたりに卜仙
という所がある。

17 玄冲塚 築上郡築上町寒田(さわだ)
乳呑み坂を登りつめた尾根に玄冲塚を建てて非業の死を遂げた玄冲
の零を弔っている。

18 乳呑み坂 築上町寒田～求菩提の途中
途中に休憩箇所のない長い急坂のため、背負った赤子が空腹で泣く
が休むことができず、登り切るまでがまんをさせたところ、途中で
眠ったと思っていた赤子がすでに事切れていた。

19 山姫 犬ケ岳 山にはいった男の生き血を吸うと信じられていた。

20 川姫 大河内　長淵 岩岳川の長淵で男が美しい女に手招きされ川に引きずりこまれる。

21 カワンツノ 宮ノ谷　ト仙地
鳥井畑と宮本の境に宮ノ谷がある。河童の地域での異名と思われ
る。

22 キンショキ 篠瀬　古屋敷
古屋敷部落の下の方の、しょうどん坂の下手に橋がかかっていた。
いわゆるアズキトギの異名と思われる。

23 なべだんのキツネ 篠瀬　戸府　火の浦

24 長淵のキツネと火の玉 大河内　長淵
長淵の近くで火の玉を目撃し驚いていると、キツネに化かされてい
たと言う。

25 宮谷のタヌキ 宮ノ谷
鳥井畑と宮本の境に宮ノ谷がある。ここを通りかかるとタヌキから
いたずらをされたと言う。

26 産家のタヌキ 求菩提　産家 いたずらタヌキがでたと言われる。

27 弓取のタヌキ 大河内　新貝　弓取 いたずらタヌキがでたと言われる。

28 猫化け 篠瀬 化け猫がでたと言われる。

29 アケクレ 犬ケ岳
山中で夜明けがきたと思ったら、アケクレにだまされ、まだ夜中
だったと言う。

30 宮本の火の玉 産家　宮本 夜火の玉を見たらしい。

31 ほとけ迎え 求菩提
お盆の十三日の夜、墓場に先祖を迎えにいくと、背中が重くなる。
そして家に帰り仏壇までいくと、背の重みが消えたと言う。

32 不動門の神鏡 産家
産家の奥の竜門の山の中に不動門というところがある。岩をくり抜
いて通り抜けるようになっているが、その奥に深い洞窟があった。
ここはかつて古い鏡がかかっていた。

33 秋の霧 求菩提　秋霧
求菩提の下八丁坂の下の方に秋霧という地名がある。秋になると霧
が発ちこめることがよくあるが、そこは昔ここで斬り殺されたお秋
が招きよせる霧だと言う。

34 山姥 篠瀬 人喰いの山姥が出たと言う。

35 ウサラカヒコクボ 求菩提、他

ウサは宇佐八幡、ラカは耶馬渓の羅漢寺、ヒコは英彦山、クボは求
菩提。閻魔様の裁きを受ける時、この4社寺に生前参っていれば、
極楽行き、行っていなければ地獄行きと告げられると言われてい
た。

なべだん(なべ谷)というのは戸府(とぶ)部落と篠瀬部落との間に
あって、うっそうと茂った森があり、ここを通りかかった者がキツ
ネによく化かされたと伝えられる。
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（７）遺跡 

市内には 260 件を超える多くの遺跡が確認され、遺跡分布図と遺跡一覧にまとめています。

そのうち史跡指定されたものは国指定の求菩提山と県指定黒部古墳群、蔵春園(恒遠塾跡)、市

指定黒峰尾古墳群、平原横穴墓群です。現在も増えています。 

また、中世から戦国時代の城館跡も山城を中心に 37 か所が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺跡番号 遺跡の名称 種別 時代

1 中村城ケ鼻遺跡 城館跡? 中世
2 鳥越城跡 城館跡 中世
3 七社大明神 神社 近世
4 浄円寺 寺院 中世
5 松江安延遺跡 散布地 古代
6 宇佐勅使街道 官道 古代
7 松江旧街並 旧街並 近世・近代
8 角田八幡神社 神社 中世
9 圑後遺跡 散布地 古代
10 中村石丸遺跡 集落跡 古代
11 中村団後遺跡 集落跡 古代・中世
12 角田大庄屋屋敷跡 屋敷跡 近世
13 中村石丸H遺跡 散布地 中世
14 中村山柿遺跡 散布地 古代
15 則行城跡 城館跡 中世
16 永寿寺跡 寺院跡 中世
17 馬場城跡 城館跡 中世
18 鶉迫第1号古墳 古墳(円墳) 古代
19 鶉迫第2号古墳 古墳(円墳) 古代
20 鶉迫遺跡 散布地 古代・中世
21 灰ノ木古墳 古墳(円墳) 古代
22 黒部古墳群 古墳(県指定) 古代

22-1 黒部2号墳 古墳(方墳) 古代
22-2 黒部3号墳 古墳(円墳) 古代
22-3 黒部6号墳 古墳(円墳〉 古代
23 黒峰尾古墳群 古墳(市指定) 古代

23-1 黒峰尾10号墳 古墳(円墳) 古代
24 炭山遺跡 散布地・砦? 中世・近世
25 松江炭山遺跡 集落跡 古代
26 黒峰尾遺跡 散布地 古代
27 四郎丸船入遺跡 散布地 中世
28 築上郡上毛郡界標柱 標類 近世
29 四郎丸小脇遺跡 散布地 古代
30 四郎丸広山ノ上遺跡 散布地 古代
31 住吉(塞)神社 神社 中世
32 宝福寺 寺院 中世
33 八屋城跡 城館跡 中世
34 八屋漁港旧防波堤 港湾堤防 近代
35 豊州鉄道(現日豊線）橋脚 橋脚 近代
36 八屋旧街並 旧街並 近世・近代
37 大阪屋橋 石橋 近代
38 八屋樋ノロ遺跡 散布地 中世
39 八屋鈴川遺跡 散布地 古代・中世・近世・近代
40 八屋浦町遺跡 散布地 中世
41 八屋高水寺遺跡 散布地 古代・中世・近世・近代
42 八屋丸尾遺跡 散布地 中世
43 八屋向原山際遺跡 散布地 古代・中世
44 今市向野遺跡A・B地点 集落跡 古代・中世・近世

44-2 今市向野遺跡D地点(1・2区) 集落跡 古代・中世
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  遺跡番号 遺跡の名称 種別 時代

44-3 今市向野遺跡E地点 集落跡 古代・中世
45 宇島鉄道軌道敷(宇島駅) 鉄道 近代
46 宇島港旧防波堤 港湾堤防 近代
47 宇島旧街並 旧街並 近世・近代
48 吉木遺跡 集落跡 古代・中世
49 吉木常末遺跡 集落跡 古代・中世
50 下原遺跡 集落跡 古代・近代
51 吉木城跡(小森城) 城館跡 中世
52 吉木穴井遺跡 散布地 中世
53 昭和町遺跡 墓地? 古代
54 池田神社 神社 近世
55 赤熊城跡 城館跡 中世
56 赤熊遺跡 散布地 古代・中世
57 赤熊井ノ坪遺跡 集落跡 古代・中世
58 赤熊三反田遺跡 集落跡 古代・中世
59 赤熊花ノ木遺跡 集落跡 中世
60 清水町神増遺跡 散布地 古代・中世・近世
61 三毛門・黒土条里跡 条里跡 古代
62 沓川城跡 城館跡(条里跡) （古代）・中世
63 恒富西ノ畑遺跡 散布地 古代
64 小犬丸曲掛遺跡 条里跡? 古代
65 三毛門遺跡 散布地 古代・中世
66 三毛門放生田遺跡 集落跡 古代・中世
67 開立寺遺跡 散布地 古代
68 恒富小村遺跡 散布地 古代・中世
69 御境川(界川)藩境 標類 近世
70 原井経塚① 経塚 中世
71 原井経塚② 経塚 中世
72 不動明王像及び脇侍二童子と窟 仏像・祭祀(市指定〉 中世
73 竹ノ下観音堂跡 仏像・祭祀
74 竹ノ下の窟 祭祀跡
75 雲見神社 神社
76 毘沙門遺跡 集落跡 古代・中世
77 大富神社 神社(県指定あり) 中世
78 平原横穴墓群 横穴墓(市指定) 古代
79 川内南原遺跡 集落跡 古代・中世
80 四郎丸原畑遺跡 集落跡 中世
81 川内楠木遺跡 集落跡 古代
82 平原城跡 城館跡 中世
83 四郎丸窯跡 窯跡 古代
84 荒堀雨久保遺跡 集落跡 城館跡? 古代・近世
85 筆垣城跡 城館跡 中世
86 安祥寺城跡 城館跡 中世
87 八屋覆矢遺跡 散布地 古代・中世
88 炊江郷 集落跡 古代
89 大村城跡 城館跡 中世
90 天地山遺跡(石棺出土地) 墓地 古代
91 荒堀大保遺跡 集落跡 古代・中世

91-2 荒堀大保Ⅱ遺跡 集落跡 古代・中世
92 荒堀車地遺跡 集落跡 城館跡 古代
93 荒堀中ノ原遺跡 集落跡 古代
94 荒堀城跡 城館跡 中世
95 荒堀向上遺跡 散布地 古代・近世
96 荒堀向原遺跡 散布地 古代・近世・近代
97 今市城跡 城館跡 中世
98 今市向野遺跡C地点 集落跡 古代
99 大村道場遺跡 集落跡 墓地 中世・近世
100 大村石畑遺跡 集落跡 城館跡 古代・中世
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遺跡番号 遺跡の名称 種別 時代

大村天神林遺跡 城館跡 古代・中世?
大村天神林遺跡(2区) 跡館城 跡落集 古代・中世
大伝寺跡・城屋敷遺跡 ?跡館城 跡社寺 中世
友枝庄屋屋敷跡 屋敷跡 近世
四郎丸角ノ木遺跡 集落跡? 古代
千束藩家老屋敷跡 屋敷跡 近代
千塚原古墳群 古墳群 古代
吉木竿遺跡 集落跡 中世
吉木ウシロ遺跡 散布地 古代
吉木井溝遺跡 散布地 古代・中世・近世
吉木芦町遺跡 集落跡 古代
千束駅(宇島鉄道) 鉄道 近代
塔田駅(宇島鉄道) 鉄道 近代
市丸城跡 城館跡 中世
市丸城居屋敷遺跡 集落跡 中世・近世・近代
市丸門田遺跡 散布地 中世
梶屋西屋敷遺跡 散布地 中世
梶屋法師丸遺跡 散布地 中世
梶屋樋掛遺跡 散布地 中世
梶屋正ノ元遺跡 散布地 中世
掘立島元遺跡 散布地 中世
別府遺跡 集落跡墓地 古代・中世
六郎城跡 城館跡 中世
六郎神田遺跡 集落跡 古代・中世
掘立白坊遺跡 散布地 古代
掘立八反田遺跡 集落跡 古代
森久中ノ坪遺跡 散布地 中世
森久サンジ遺跡 散布地 中世
六郎堂ノ前遺跡 集落跡 古代
六郎中小森遺跡 散布地 古代・中世
六郎熊本遺跡 散布地 古代
三楽諸町遺跡 散布地 中世
三毛門小村遺跡 散布地 古代・中世・近世
三毛門溝添遺跡 散布地 古代・中世
三毛門金吉遺跡 散布地 古代・中世
三毛門世畑遺跡 散布地 古代
三毛門大森遺跡 散布地 古代
三毛門城跡 城館跡 中世
洞田寺 寺院 中世
鳥越今井野遺跡(A・B区) 集落跡 中世
白山神社と慈眼寺跡 神社寺院跡 中世・近世
高野の観音堂 仏像・祭祀
山田城跡(八ツ田城跡) 城館跡 中世
荒堀石棺出土地 墓地 古代
上塔田遺跡 散布地 古代
西ノ原遺跡 散布地 古代
大西遺跡 集落跡 古代
中大西遺跡 集落跡 古代
東風ノ原遺跡 散布地 古代
中島遺跡 散布地 古代
青畑向原遺跡 集落跡 古代・中世
青畑城跡 城館跡 中世
荒堀火葬墓 墓地 古代
大村大龍寺遺跡 散布地 中世
応龍寺跡 寺院跡 近世
旭城跡 城館跡 近代
塔田琵琶田遺跡 集落跡 古代・中世
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遺跡番号 遺跡の名称 種別 時代

157 久路土馬路遺跡 散布地 中世
158 久路土上柳遺跡 散布地 古代・中世
159 久路土慈光庵遺跡 散布地 古代・中世
160 久路土撞鐘田遺跡 散布地 中世・近世
161 久路土猿楽田遺跡 散布地 中世
162 高田城跡 城館跡 中世
163 広瀬城跡 城館跡 中世
164 高田遺跡 散布地 古代
165 石清水八幡宮 神社 中世
166 高橋家の豊後梅 天然記念物(市指定) 近世
167 旧黒土郵便局 建造物 近代
168 久路土門田遺跡 散布地 古代・中世
169 小石原泉遺跡 集落跡墓地 古代・中世
170 皆毛牛踏遺跡 散布地 中世
171 堀立千田遺跡 散布地 中世
172 堀立アモサ遺跡 散布地 中世
173 堀立上屋敷遺跡 散布地 古代・中世
174 黒土七夕遺跡 集落跡 中世
175 観音堂 仏像・祭祀
176 上毛条里遺跡 集落跡 古代・中世
177 皆毛梶又遺跡 集落跡 古代・中世
178 久路土六田遺跡 集落跡 古代
179 久路土芝掛遺跡 生産遺跡 古代
180 黒土城跡 城館跡 中世
181 久路土高松遺跡 散布地生産遺跡 古代・中世
182 黒土駅(宇島鉄道) 鉄道 近代
183 広瀬橋駅(宇島鉄道) 鉄道 近代
184 六郎桜木遺跡 集落跡 古代
185 皆毛高屋代遺跡 散布地 中世
186 如法寺 寺院 中世
187 上大西遺跡 集落跡 古代・中世
188 永久遺跡 集落跡 墓地 古代・中世
189 才尾平原遺跡 集落跡 中世
190 才尾道祖神社石塔群 石塔 中世
191 蔵春園 建造物(県指定) 近世
192 河原田善丸遺跡 集落跡 古代
193 河原田塔田遺跡 墓地 古代・中世
194 河原田四ノ坪遺跡 集落跡 古代・近代
195 薬師寺城跡 城館跡 中世
196 薬師寺塚原遺跡(A・B・C区) 城館跡 古代・中世
197 鬼木四反田遺跡 集落跡 祭祀跡 墓地 古代・中世
198 鬼木城跡 城館跡 中世
199 鬼木鉾立遺跡 集落跡 古代
200 鬼木溝添遺跡 集落跡 古代・中世
201 行逢宮貴船社 神社跡天然記念物
202 久路土二又遺跡 散布地 中世
203 久路土樋掛遺跡 集落跡 古代
204 久路土下川辺遺跡 集落跡 古代
205 山谷石塔 墓地祭祀跡 中世
206 山谷石塔 墓地祭祀跡 中世
207 水神社冷水(畑の冷泉) 神社天然記念物
208 山田(櫛狩屋)城跡 城館跡 中世
209 四ノ瀬城跡 城館跡 中世
210 四ノ瀬城下屋敷跡 屋敷跡 中世・近世
211 火の浦石塔 着塔(県指定) 中世
212 篠瀬の窟① 祭祀
213 篠瀬の窟② 祭祀
214 古屋敷の窟 祭祀
215 宝寿寺裏の窟 祭祀 近世


